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Ⅰ．研究目的
筆者は保育所及び幼稚園で子どもが描画過程において子ども間で模倣する意
味や意義に興味を持ち、1997 年以降描画過程における子ども間の模倣の効果に
ついて検討を進めてきた。研究開始当初より、保育所及び幼稚園における描画
活動のなかで扱われる課題画を中心として事例を収集し、描画過程における子
ども間の模倣の効果について研究を継続してきたが、子どもが保育所及び幼稚
園で描く絵は課題画のみにあらず、自由画も存在する。前稿「自由画における
子ども間の模倣 1－自由画とは何か－」に続き、本稿では自由画帳に描く過程
で子ども間に出現する模倣に着目し、その意味を問いたいと思う。
前稿で「子どもに描画の条件を課すことなく、テーマ、材料、方法を子ども
自身が決定して描く絵である。」と自由画を定義した。保育活動の中で子どもへ
の条件提示がない描画活動としては、設定時間に描く「好きな絵」、使用する技
法の提示のみあるが他は自由、例えばスクラッチの手法を使用して画題は自由
と言う場合、広義で画題の括りを提示するがその範囲で画題を考えることにな
るが他は自由である場合、例えば年長児の卒園記念アルバムの表紙製作で「1年
の思い出」や「一番好きなもの」を自分で考えて描く場合等があり、筆者はこ
れらを自由画題と呼ぶ。保育所及び幼稚園で子どもが描く描画で自由画の定義
に最も近い条件に合うものは、子どもが自由画帳に描く絵ではないだろうか。
そこで、本稿では子どもが自由画帳に描いた絵を対象として収集し調査するこ
とにした。これ以降、子どもが自由画帳に描いた絵を「自由画帳」と呼び、そ
のように記す。
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自由画における子ども間の模倣 2では、自由画帳に見られる子ども間の模倣
事例を挙げその特徴を示すとともに、自由画帳における子ども間の模倣の効果
を明らかにすることを目的とする。1
Ⅱ．調査の概要
調査の手続きは以下の通りである。調査期日は 2005 年 4 月 1 日～ 10 月 15 日
の約半年間で、調査対象は京都市私立 K保育園の 5歳児である。K保育園の幼
児は 3～ 5歳児異年齢混合クラスで、それぞれいるか組、らっこ組、らいおん組、
ぞう組の 5歳児で自由画帳に絵を描くことが多い男児 9名、女児 11 名を対象と
した。調査方法は上記 20 名の 5 歳児が自由画帳に絵を描くプロセスを観察し、
子ども間の模倣のプロセスを記録に残した。その記録と作品をもとに事例によ
り異なる模倣の特徴を分析し、自由画帳における子ども間の模倣の機能につい
て担当保育者とともに検討する。
Ⅲ．模倣事例の検討
1．テーマによる分類
本稿では描画過程における子ども間の模倣を、他児の描画から情報を摂取し
自分の表現に反映すること、と定義して検討を進める。収集対象が自由画帳で
あることから、描く時空が特定されない時もあり、また 1度に描く枚数も自由で、
連続してパラパラと数枚描くことや毎日描き続けるなど、子どもによって活動
の回数は多様である。自由画帳に描かれた絵であるので描画過程を観察するこ
とができなかった事例については、描かれた描画から読み取る作業を中心とし
て、描かれた過程を担任の保育者と情報交換して子ども間の模倣の資料とした。
収集した自由画を模倣が出現したと考えられる「同一テーマの描画」でグルー
ピングし、テーマごとに模倣の特色を記録した。事例中女の子 A、Bについては、
同一テーマであるが描画グループが異なるので、別テーマとして分類した。
2．事例の記録
自由画帳における子ども間の模倣を、事例 1～事例 8として以下に記録した。
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（1）事例 1～事例 8
事例 1　ごはん　4枚　男児 4名　I.M 、Y.N、 O.R、 I.K（図 1-1～4）
画面中央かほぼ左寄りに赤のマーカーでごはん茶碗を線描で表した。茶碗の
高台は赤で塗られている。ごはんはペールオレンジの短い線描である。4名とも
描画の手法は同様であり、茶碗の大きさや深さに多少の違いが現れる。また、
ごはんの短線による表現は、3名が動きのある斜線、1名は縦・横にきれいに整
列したものである。
4名すべてが描画材、構図、パーツ、色彩などが同じであり、意図的な加工等
はない。視覚的な情報をきっかけとして模倣が始まったようであるが、その起
源をたどると設定保育の中でこのような絵を描いた経験があったと言うことで
ある。共有できる情報を見出し、その情報を摂取したことで 4名の描画が出現
したということである。
事例 2　 ピカチュウのゲーム　7枚　男児 6名 I.M、Y.N、O.R、 I.K 、Y.A、W.M
（2枚）　（図 2-1～7）
Y.Aの 1枚以外はすべて中央線を持つテニスコートのような長方形が描かれ、
中央線の中心には小さい円形があり、赤あるいは黒で塗られている。ピカチュ
ウと他の動物や怪獣が戦うゲームを描いている。必ずピカチュウは黄色で描か
れもう一方は青で描かれているが、左右逆になっているものもある。W.Mの 2
枚目のピカチュウのゲームの絵は、ピカチュウや動物の具体的な姿はなく、黄
色と青、中央の赤が象徴的に色彩として使われているだけで左右のスペースは
黄色と青の小さい丸で埋められている。描画材、構図、パーツは概ね同じであ
るが、部分的な色彩は変化があり多少の加工も見られる。
このテーマは年間通じてしかも男児のほぼ全員が描いていて、相互に刺激を
受けながら描き進めたり、お話を創ったりしている。どの子もが描けるように
なりたいテーマであり、経験的に知っているテーマの一つである。友達とこの
時期の遊びを共有するために描くスキルを身につけたいと願って描き続ける
テーマだといえる。
事例 3　さくら　5枚　男児 3名　O.R、U.H、 S.K（3枚）（図 3-1～5）
3 本の木が並び、ピンクの美しい花が咲く木、葉っぱの木が描かれている。多
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分その 1本は花も葉もない枝だけの木だったのではないかと思われる。O.R、T.H
の 2名は中央が緑の葉の木で、両側が花咲く木である。T.Hは丁寧に花を線描し
ているが、O.Rは左の木の花の色は面に塗りこんでいる。この 2名については描
画材、構図、色彩、パーツなどほぼ同様で加工も無いと言える。S.Kは描画材、
全体的な構図、3本の木の意味は踏襲しているが雲やマンションなど話の展開が
多く挿入されていて、加工も多い。また、S.Kは連続してこのテーマを 3枚描き、
2枚目は全体の構図は同じだが花の木と葉っぱの木の本数が入れ替わり、中央を
花の木にしている。描画も最後まで丁寧にしておらず、加工や展開も無い。S.K
の 3枚目はもはや 3本の木のテーマの範疇ではないが、木の形態が残されている。
自由画帳を縦に使って、右端に背の高い木を描き女の子 3人、カブトムシ 3匹、
後は多様な色彩の記号で画面を埋め尽くしている。展開したというより子ども
間で流行りの情報をすべて詰め込んだという様相であるが、大変丁寧に描いて
いる。
3本の木は事例 1ごはんと同様に設定の時間にさくらの木の変化を描いたもの
の名残である。メッセージ性の高い保育で共有した経験が、よく自由画帳にも
現れることに改めて気付かされる。
事例 4　カブトムシ 2枚　男児 2名　U.Y、 U.H　（図 4-1～2）
カブトムシやクワガタは男児にとっては定番のテーマだといえる。この年度
にはまだこの描画が少なかったが、U.Yのものから U.Hが情報収集して練習す
るように形を描いている。U.Hはさくら（図 3-3）や雲から降る雨（図 7-2）な
どの比較的なめらかな線ではなく、慎重でゆっくりしたものである。新たなも
のへの挑戦の折にも情報収集は行われる。
事例 5　女の子A　5枚　男児 4名　Y.N、 O.R、 Y.A、 S.K（2枚）（図 5-1～4）
最近、男児が女児のような自由画を描く傾向があると保育者から報告があっ
た。男児の描画のフェミナイゼーションについては他にも報告 2 があったが、こ
こでも散見するようになった。この 3名の男児が描いた女の子、S.Kがさくらの
木の3枚目に描いた絵にもはっきりとお姫様のような女の子が描かれている。S.K
についてはこれ以前にも女の子を 4人並べて描いた絵がある（図 5-4）。これら
は女児の自由画から情報を得たものである。情報源に特定の対象がある場合と
119
そうでない場合があるが、保護者にジェンダーの意識がある程度浸透している
のか、男児が女の子と同じような表現をすることへの子ども同士の指摘が無い
のも事実である。S.K以外の 3名、Y.N , O.R , Y.Aにとっては、女の子を描くた
めの描画方法の習得が目的だと思われる。
事例 6　 女の子 B　16 枚　女児 9名　N.S、 Y.T、 S.A、 F.R、 H.A、 M、 K.N 、T.S、 
K.N ,（図 6-1～4）
女児の場合は基本的にはこのテーマ一つだと考えてよい。ただし、注意深く
見るとここでの模倣は子ども間の遊びのツールとして使用されている場合、例
えば自分と仲良しのお友達を描き、名前やメッセージを入れる。ハートや花、
動物などの記号が飛ぶ。1人～ 3人並ぶように描く。画面を中央線で仕切るか囲
いを作って、その中に人物を描く場合もある。相互に楽しんで描き足していく。
N.S、 Y.T 、S.A、 F.R 、H.A、 Mがそれに相当する。新たな描画の情報を収集する
場合、髪型や瞳の描きかた、手や足の動きなどかわいいと思う情報を摂取して、
表現を磨く。K. N、 T.S、 K.Nが相当する。そして描きたいフォルムのトレーニン
グをする場合に分けられる。女児の場合、同じような女の子を描いているよう
に見えるが、一人一人に人間の表現の型（スタイル）ができているのではない
かと考える。
事例 7　その他　S.K、 U.H、 H.M（図 7-1～3）
ダイレクトな情報の反映だけでなく、他児の描画の一部から別のイメージを
喚起して描く場合、例えば S.Kが描いた絵にある雲（図 3-3）を情報として摂取
して、U.Hは雲から雨を降らせた絵を描いたものが相応する。部分からヒントを
得て次の絵に反映したものである。自由画帳では 1枚の紙面に全く違った様式
の絵を混在させて描く場合がある。H.Mは2人の女の子を描いたが、全く別のフォ
ルムでそれも黒一色で人物を 3人目の人として描き込んだ。様式が全く違うも
のが急に入り込んだ事例であるが、この場合どこからの情報摂取かが明確でな
い。
事例 8　模倣の出にくい描画（図 8-1～4）
男児では U.Yの描画で図 8-1～2 は模倣されなかったものである。また子ども
の個性や発達的な傾向からも模倣関係を生まない場合がある。U.Yについてはカ
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ブトムシを U.Hに模倣された経緯はあるが当人は模倣をしない。自分の描きた
い物を基本的には描きつづけていくタイプで、他児から見て視覚的に情報が摂
取しにくい U.Y独自のフォルムである。女児では N.Sがラッコの絵を描き、2
枚継続して同じ絵を描いたが、他児には模倣の対象にならなかった。自己模倣
というか自分が描きたいものを繰り返し描くことでスキルアップしているもの
であり、興味の対象が独自であり他児が模倣したい対象とはなりにくいもので
あった。これと同じものが S.Aの図 8-3 で、個人的なテーマである。また、S.R
の図 8-4 も個人的なテーマであり、他児が共有しにくい内容であった。
（2）事例 1～事例 8の描画
事例 1（図 1-1 ～ 4）
事例 2（図 2-1 ～ 7）
図 1-1　O・R 図 1-2　I・M 図 1-3　Y・N 図 1-4　I・K
図 2-1　O・R 図 2-2　I・M 図 2-3　W・M 図 2-4　W・M
図 2-5　Y・N 図 2-6　I・K 図 2-7　Y・A
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事例 3（図 3-1 ～ 5）
事例 4（図 4-1 ～ 2）
事例 5（図 5-1 ～ 4）
図 3-1　O・R 図 3-2　U・H
図 3-3　S・K 図 3-4　S・K 図 3-5　S・K
図 4-1　U・Y 図 4-2　U・H
図 5-1　O・R 図 5-2　Y・N 図 5-3　Y・A 図 5-4　S・K
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事例 6（図 6-1 ～ 4）
事例 7（図 7-1 ～ 3）
事例 8（図 8-1 ～ 4）
図 6-1　S・A 図 6-2　N・S 図 6-3　K・N 図 6-4　K・N
図 7-1　S・K 図 7-2　U・H 図 7-3　H・M
図 8-1　U・Y 図 8-2　U・Y 図 8-3　S・A 図 8-4　S・R
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表 1　自由画帳のテーマを共有した子どものグルーピング
番
号
イニ
シャル
枚
数
男　女
テーマ
ごはん
ピカチュウ
のゲーム
さくら カブトムシ 女の子＊ その他
1 I.M 3 ○ ◆ ◆ □
2 Y.N 5 ○ ◆ ◆ ◆ A □□
3 O.R 7 ○ ◆ ◆ ◆ ◆ A □□□
4 I.K 2 ○ ◆ ◆
5 Y.A 3 ○ ◆ ◆ A □
6 W.M 2 ○ ◆◆
7 U.H 3 ○ ◆ ◆ ■
8 S.K 5 ○ ◆◆■ ◆ A □
9 U.Y 5 ○ ◆ □□□□
10 N.S 4 ○ ◆◆ B
11 Y.T 2 ○ ◆◆ B
12 S.A 3 ○ ◆◆ B □
13 F.R 1 ○ ◆ B
14 H.A 3 ○ ◆◆ B □
15 M 4 ○ ◆◆◆◆ B
16 K.N 2 ○ ◇◇ C
17 T.S 1 ○ ◇ C
18 K.N 1 ○ ◇ C
19 S.R 2 ○ ◇ C □
20 H.M 1 ○ ◆
＊女の子◆ Aは事例 5、女の子◆ Bは事例 6、女の子◇ Cは事例 8に対応する。
124
3．考察
（1）事例を通して
事例 1【ごはん】や事例 3【さくら】は、課題がある描画活動時に描いたもの
がここに現れたもので、一人が描くのを見て次々と連鎖していったものである。
共通体験を持ったものやイメージが共有できるものが描かれる場合である。次
に事例 2【ピカチュウのゲーム】や事例 5【女の子 A】に見られるもので、描画
を通して子ども相互のコミュニケーションがなされていく様子が見える。特に
女児の絵には文字で説明が書かれていて、自分の名前と仲のよい友だちの名前
が絵の横に書かれることが多い。また、男児がよく描く【ピカチュウのゲーム】
より、女児の【女の子 A】のほうが個人のスタイルが明確に出ていることがわ
かる。インパクトのあるパーツや魅力ある部位を情報として摂取するというの
はほとんどの子どもの描画に見ることができる。K. N , T.S , K.N が描いた事例 5
【女の子 A】、Y.N, O.R, Y.Aの 3人の男児が描いた事例 6【女の子 B】、U.Hが描
いた事例 4【カブトムシ】には、模倣することから描画の形式を獲得していくト
レーニングする姿が読み取れる。間違いをバッテンで消し、多少幼いフォルム
ながらまだ手馴れていない形を、他児の絵から情報を摂取しながら慎重に描い
ている。他児の絵を模倣しているわけではないが、女児 N.Aがラッコとイルカ
を 2枚の画用紙に同じ構図で同じ手法で描いたものもある意味では自主トレー
ニングだと考えられる。ワロンが幼い子どものスクリブルを指して、「絵や字の
元になる線を自主トレーニングしている」と述べたことと同じことを、5歳～ 6
歳の子どもたちは自由画帳でしているのではないかと推測する。
事例 7、事例 8についてはテーマ別に括ったものではない。事例 7はその他と
して他児の描画の一部を情報として摂取し、そこから新たな表現を生み出した
り、他児の描画を模倣しつつある時点でオリジナルの子どもの表現とは全く別
の要素があるものを突然描き入れた描画である。事例 1～事例 6 との相違は、
描き終えた絵は模倣の痕跡がはっきりとあるが、オリジナルとはかなりかけ離
れた表現になることである。事例 8は模倣が出ない例で、前述のごとくその絵
のテーマがきわめて個人的でイメージを共有できないものである場合や、描か
れたフォルムが明快でなく他児にはわかりにくいものがある場合などである。
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自由画帳における子ども間の模倣をテーマ別に分類し情報を摂取した理由を
検討する過程で、事例 1～ 6 の自由画帳における模倣には以下のような動機が
読み取れた。
事例 1ごはん：描画活動で経験したテーマの再現。友達と共有できる話題
を選択する。絵を描くきっかけとなる。
事例 2ピカチュウのゲーム：子ども相互のコミュニケーションのスキルと
なる。描きたい描画の自主トレーニングをする。
事例 3さくら：描画活動で経験したテーマの再現。友達と共有できる話題
を選択する。絵を描くきっかけとなる。
事例4カブトムシ：描画の形式を獲得していくために自主トレーニングする。
事例 5女の子 A：子ども相互のコミュニケーションのスキルとなる。
 描きたい描画の自主トレーニングをする。
事例 6女の子 B：描画の形式を獲得するためにトレーニングする。
以上から、自由画帳の描画場面で子ども間での模倣からいくつかの模倣の機能
を見出すことができる。一つは子ども相互のコミュニケーションのスキルとし
て相互に模倣すること、もう一つは描きたい描画の情報を摂取するソースを得
て、後自主トレーニングをすることである。もう一つ見逃せないのは描画活動
の中で得たスキルやテーマの再現がしばしば出現していることである。描ける
スキルを持っていること、描きたいテーマやイメージを共有していることが基
底にあり、一人が描きだすと他の幼児がそれを模倣し、連鎖したように模倣が
広がっていく。模倣が描画のきっかけとなった。
そこで、自由画帳の描画過程における子ども間の模倣には以下のような機能
があると考えられる。
①子ども同士の相互コミュニケーションスキル
②描きたいものを描くための自主トレーニング
③描画のきっかけとして共有するイメージの摂取
事例 1ごはん、事例 3さくらは①と③、事例 2ピカチュウのゲーム、事例 5
女の子 Aは①と②、事例 4カブトムシ、事例 6女の子 Bは②の機能を持つもの
であると考えられる。
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（2）テーマのグルーピングから見た自由画帳における子ども間の模倣の特性
表 1「自由画帳のテーマを共有した子どものグルーピング」に挙げた 20 名の
子どもの模倣の関係について考察する。
・ 男児 9名、女児 11 名がいくつかの模倣のテーマによるグループに分かれ
るが、男女混合の模倣グループは出現していない。
・ 男児の事例 1ごはん、事例 2ピカチュウのゲーム、事例 3さくら、事例 4
カブトムシ、事例 5女の子 Aのグループ構成員は一部または、全部（事
例 1の 4名全員が事例 2に）が重複している。
・ 男児の中で O.Rは、カブトムシ、女の子 B以外の全てのテーマで模倣が
出現している。O.Rについてはしばしば模倣をするが、模倣から独自に展
開した表現もする。O.Rは圧倒的に描画枚数が多い。
・ 女児は「女の子」が圧倒的かつ唯一模
倣されるテーマであった。本調査では
「ラッコ」のように H.Mが個人的な経
験から描いた絵については、模倣の対
象になっていない。
・ 女児の模倣のグループは固定している
が、男児の場合は流動的である。
以上のように自由画帳における子ども間の模倣では、男児と女児の性差が見え
た。女児は同一グループの中での情報交換が中心であり、男児は基本的なグルー
プの存在はあるようだが情報への興味関心により流動性がある。描画のテーマ
についはて、女児は定番の女の子のワンテーマ、男児はこの時期の定番である
ピカチュウ、カブトムシに加えて描画活動で経験した描画テーマを移入した。
模倣の機能という点からみると、女児は①、②を、男児は①、②、③利用した
と言える。
（3）模倣頻度の高い子どもの表現
模倣をする頻度と子どもの表現の独自性について、O.R（男児）の例が興味深い。
図 8-5 事例 8　H.M（ラッコ）
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O.Rはごはん、ピカチュウのゲーム、さくら、女の子 Aの模倣グループに属し、
事例 7その他に分類される描画を 3枚描いた。事例 1，2，3，6 のどの描画も丁
寧に描かれていて、事例 7の摂取した情報から展開した描画は独自の表現が生
み出されている。O.Rは自由画帳における模倣の機能①、②、③全てを使用し、
しかも独自の表現への展開にも繋いでいる。
2007 年度に保・幼・小の保育士、教諭を対象に実施した描画過程における子
ども間の模倣に関する調査 3 で、模倣する子ども像にマイナスイメージを抱く保
育士、教諭の意見があることを報告したが、O.Rの例から決して描画に関して消
極的な子どもや、描画が嫌いな子どもが模倣を特にするわけではないことが分
かる。自由画帳への描画の場合は、描画が嫌いな子どもはもとからこの活動を
選択することはない。
Ⅳ　自由画帳における子ども間の模倣の効果
自由画帳は子どもが自らの意思でテーマや描画材を選んで描く描画であるこ
とから、子どもの自発的な活動である。その中でも子ども間の模倣が出現する
ということは、描画過程における子ども間の模倣は決して消極的な行為ではな
いと考えることができる。被験児 O.Rの事例がこれをよく実証しているのでは
ないだろうか。その上で自由画帳における子ども間の模倣に、概ね 3つの機能
を見出した。
①子ども同士の相互コミュニケーションスキル
②描きたいものを描くための自主トレーニング
③描画のきっかけとして共有するイメージの摂取
である。描画という視点からは②及び③を機能として認めたいところであり、
特に描画のスキル獲得そのものが目的である②は描画スタイルやフォルムの試
行の場として重要だと考える。子ども間の遊びのスキルを獲得する方法として、
自由画帳に描くことそのものが遊びであり、子ども同士の人間関係構築に自由
画帳での描画が役立つという視点からは、子どもの遊びそのものとして①の機
能の意味が大きく、②、③が①を築くためのプロセスで必要なものとして使用
されたものであると考えられる。課題画の描画過程にける子ども間の模倣の調
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査からは出現しなかった男女の性差の顕在も、自由画帳が日常の遊びと同様の
ステージにあることを示しているのではないだろうか。
突き詰めていけば、自由画帳における子ども間の模倣は、この時期の子ども
の遊び全てに出現する子ども間の模倣と同様の意味を持つのであろう。描画に
特化して結論付けるとすれば、描けるものを反芻したり、描きたいものを描く
ためのモデルを選択し情報を摂取して自主トレーニングを試行し、自分の表現
を創ることが自由画帳における子ども間の模倣の効果だと言えるのではないだ
ろうか。
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